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３．土石流災害対策 

３．１ 山口県等で実施予定の土石流災害対策の概要 

山口県や国は、平成２１年７月２１日豪雨による土石流災害の対策につ

いて、以下の基本的考え方、実施方針に基づき砂防施設の設置を計画して

いる。 

 

３．１．１ 基本的考え方 

渓流内および谷出口より下流に不安定土砂や流木（以下、「不安定土砂等」）

が残存し、これらを放置すれば、今後の豪雨による出水によって不安定土砂

等が再移動し、新たな災害が発生することが懸念される渓流については、不

安定土砂等を捕捉する砂防えん堤等を設置して災害を防止する(図－3.1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.1 土石流災害対策の考え方模式図 

 

 

 ①崩壊地

②不安定土砂等 

平 面 図 

縦 断 図 

②不安定土砂等

①崩壊地 

被害想定範囲 
（不安定土砂が流出

した場合に想定され

る被害範囲） 

横 断 図 

②不安定土砂等

②不安定土砂等

砂防えん堤等を設置し、次期出水による新たな災害を防止する。 

平 面 図 

縦 断 図 

不安定土砂等の流出

不安定土砂等の流出 

不安定土砂等を捕捉する。 

砂防えん堤 

塚原川堰堤(正面) 

塚原川堰堤(捕捉状況)

本災害で既設砂防えん堤

が土砂を捕捉した例 

横 断 図 

不安定土砂等の流出 

砂防えん堤等を設置し、次期出水による新たな災害を防止する。 

横 断 図 

不安定土砂等の流出 

現 況 

対策後 
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３．１．２ 実施方針 

土石流が発生した６６渓流及びその周辺３９渓流の合計１０５渓流につ

いて特別点検を実施した結果、４９渓流が「土砂流出のおそれがあるため、

常時、警戒避難体制を要する」Ａ判定とされている。このため、災害防止対

策の実施対象は、このＡ判定の４９渓流とし、速やかに対策工事に着手し、

砂防えん堤等が複数基ある等、工事量の多い一部を除き、平成２２年の梅雨

時期までに完成する。 

 
残りの５６渓流のうち、Ｂ判定２５渓流については、台風後の１０月９

日、１３日に不安定土砂の状況を再点検した結果、新たな土砂流出は認め

られないことから、現時点では防止対策は不要と判断している。引き続き、

平成２２年の梅雨前および豪雨発生後に土砂流出の有無を点検し、必要が

あれば対策を講ずる。 
また、Ｃ判定３１渓流は、特別点検において危険性が確認されていない

ことから、特に防止対策は行わない。 
 
対策の事業手法は、砂防えん堤で不安定土砂を下流側で捕捉し人家や道

路などの公共施設を保護する砂防事業と、治山ダム等で不安定土砂を上流

側で固定し森林を保全する治山事業の２種類がある。 
対策対象４９渓流については、以下に示す方針により事業手法を選定す

る。 
 
下流側の人家等の保全対象の保護対策のため砂防えん堤等が必要で、治

山ダム等の設置予定が無い２８渓流については、砂防事業で実施する。 
下流側の人家等の保全対象の保護対策のため砂防えん堤等が必要で、さ

らに上流部の森林保全のために治山ダム等の設置も必要な８渓流について

は、砂防事業と治山事業の両事業により実施する。 
山地災害防止を図るため、森林を保全する治山ダム等を設置する必要が

ある１３渓流については、治山事業等で実施する。 

上記の基本的考え方を、表－3.1 に示す。 
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３．１．３ 砂防施設計画 

（１）基本的考え方 

砂防事業で実施する３６渓流については、土石流の発生状況に応じて施

設計画の基本的考え方を整理する。 

なお、砂防事業と治山事業の両事業で実施する８渓流については、不安

定土砂量全体から治山対応土砂量を差し引いた土砂量を対象に、考え方を

整理する。 

 

ア 渓流内型 

・ 土石流が渓流内で停止し、不安定土砂等の量も比較的少ないことから、

谷出口付近に不透過型の砂防えん堤１基を配置する。 
・ 渓流保全工は、細粒分を含む全量をえん堤で捕捉するため、原則とし

て設置しない。 
 
イ 平地型 

・ 平坦地で停止している土砂等は再移動の可能性が低いため、渓流内に

残された不安定土砂等を捕捉対象とし、谷出口付近に不透過型のえん

堤１基を配置する。 
・ 渓流保全工は、えん堤より下流側の土砂が再移動しない平坦地のため、

原則として設置しない。 
 

ウ 扇状地型 

・ 「扇状地型」は、地形や保全対象等の関係から扇状地にえん堤の適地

がないため谷出口付近に砂防えん堤を設置する「扇状地型（１）」と、

扇状地に砂防えん堤を設置する「扇状地型（２）」の２通りに分類し

て施設を検討する。 
 
【扇状地型（１）】 
・ 渓流内に残された不安定土砂等を捕捉対象として、谷出口付近に不透

過型えん堤を１基配置する。 

・ 不安定土砂等の量が多いため、複数基のえん堤が必要となる場合は、

上流の渓流内に２基目以降のえん堤を追加して設置する。２基目以降

のえん堤の形式は、不透過型と透過型を経済性等により比較し選定す

る。なお、細粒分が多く含まれる不安定土砂等が多く残存している渓

流では、不透過型を選定する。 
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・ 渓流保全工は、えん堤より下流の扇状地に堆積した不安定土砂等が再

移動する可能性があるため、原則として設置する。 
【扇状地型（２）】 
・ えん堤より上流側の扇状地と渓流内に残された不安定土砂等を捕捉

対象とし、経済性等を考慮し不安定土砂等のできる限り下流側に、不

透過型のえん堤を１基配置する。 
・ 不安定土砂等の量が多いため、複数基のえん堤が必要となる場合の２

基目以降のえん堤の設置及びえん堤形式の選定については、扇状地型

（１）と同様とする。 

・ 渓流保全工は、扇状地型（１）と同様に、原則として設置する。 

 

以上の、砂防施設の基本的な考え方を表－3.2 に整理する。 
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（２）砂防施設計画 

以上より決定した施設計画を表－3.3 にまとめた。また、施設計画の事例

として、「渓流内型」は〔新町奥谷川〕を図－3.3 に、「平地型」は〔大井谷

川〕を図－3.4 に、「扇状地型（１）－１」は〔上田南川〕を図－3.5 に、「扇

状地型（１）－２」は〔剣川〕を図－3.6 に、「扇状地型（２）－１」は〔柊

北渓流〕を図－3.7 に、「扇状地型（２）－２」は〔石原１〕を図－3.8 に

示した。 
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等
の

計
画

位
置

に
つ

い
て

は
変

更
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

砂
防

え
ん

堤
(不

透
過

型
)
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。
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位
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た
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尾
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め
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防
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ん

堤
　

　
　

１
基

型
式

不
透

過
型

渓
流
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全

工
設

置
す

る
扇

状
地

に
堆

積
し

た
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安
定

土
砂

等
の

再
移
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防

止
の

た
め
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渓

流
保

全
工

を
設

置
す

る
。

そ
の

他
土

石
流

堆
積

工
細

粒
分
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含
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だ

土
石
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緩
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配
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捕
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す
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た
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土
石
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(注
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位
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は
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更
す

る
場

合
が

あ
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ま
す

砂
防

え
ん

堤
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透
過

型
)

①
治

山
谷

止
工

②
治

山
谷

止
工

③
治

山
谷

止
工

④
治

山
谷

止
工

⑤
治

山
谷

止
工

⑥
治

山
谷

止
工

土
石

流
堆

積
工

細
粒

分
を

含
ん

だ
土

石
流

を
緩

勾
配

の
区

間
で

効
果

的
に

捕
捉

す
る

た
め

、
土

石
流

堆
積

工
を

整
備

す
る

。

渓
流

保
全

工
扇

状
地

に
堆

積
し

た
不

安
定

土
砂

等
の

再
移

動
防

止
の

た
め

、
渓

流
保

全
工

を
設

置
す

る
。
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。
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設
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経
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す
る

。

渓
流
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全

工
設

置
す

る
扇

状
地

に
堆

積
し

た
不

安
定

土
砂

等
の

再
移

動
防

止
の

た
め

、
渓

流
保

全
工

を
設

置
す

る
。

土
石
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積
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砂
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え
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堤 ①
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え
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透
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の
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流

出
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え
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嵩
上

げ
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え

ん
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①
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止
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②
治

山
谷

止
工

既
設
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が
あ

り
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防

え
ん
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来
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川

堰
堤
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。
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①
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３．２ 山口県で実施予定の土石流災害対策の評価 

 山口県は、今回土石流災害が発生した渓流のうち、残存する不安定土砂

等が今後の豪雨等による出水によって再移動し、新たな災害が発生するこ

とが懸念される３６渓流について、不安定土砂等を捕捉する砂防施設を設

置することとしている。砂防施設の設置位置や基数等については、土石流

の停止位置及び氾濫状況に特徴があることから、以下の３つに分類して設

定している。 

 

（渓流内型） 

渓流内で停止した土石流については、不安定土砂等の全量を捕捉

対象に、谷出口付近に不透過型のえん堤を１基設置する。 

 

（平地型） 

谷出口より下流の平地に流出した土石流については、渓流内に残

された不安定土砂等を捕捉対象とし、谷出口付近に不透過型のえん

堤を１基設置する。 

 

（扇状地型） 

谷出口より下流の扇状地に流出した土石流については、えん堤よ

り上流側に残された不安定土砂等を捕捉対象に、谷出口付近または

扇状地に、不透過型のえん堤を１基設置し、不安定土砂等の量が多

い場合には、さらに不透過型または透過型のえん堤を渓流内に設置

する。また、扇状地の堆積した不安定土砂の再移動を防止するため、

渓流保全工を設置する。 
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